
 

１．件名：中国電力株式会社との面談 

２．日時：令和５年１１月２９日（水）１３：３０～１３：４０ 

３．場所：原子力規制庁８階 原子力規制部長室 

４．出席者： 

原子力規制庁 

大島原子力規制部長 

原子力規制部  

原子力規制企画課 片野課長補佐 

 

中国電力株式会社 代表取締役副社長執行役員 北野立夫、他２名 

５．要旨： 

○中国電力株式会社から、上関地点における使用済燃料中間貯蔵施設の設置に関連し、立地計

画地である上関町を含む周辺市町（柳井市、田布施町、平生町、周防大島町）への説明を実施

中であり、理解活動に努めている旨の説明があり、原子力規制庁としてはこれを聞き置いた。 

○原子力規制庁からは、島根原子力発電所２号機の特定重大事故等対処施設の審査について、

審査会合での指摘にしっかりと対応するよう発話した。 

６．配付資料： 

上関地点における使用済燃料中間貯蔵施設の設置に係る調査・検討に至る経緯と現在の状況 

 

以上 


